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学校の教育目標 
学校の教育理念・目標 

☆本校の基本方針は「率直かつ明朗な人間関係を基盤とし、調理師資格保持者にふさわしい教育を行う」ことで

ある 

☆学生は“自主” “自律” “自信”を目標とし、自らの考えで知識と技術の習得に励み、自らの気力を持っ

て自身の生活を築き、自らを信じて人生を歩み出せるようにする。 

☆育成する人物像 

社会人として調理師という職業にふさわしい人格と知識及び技能の習得を自らすすんで努力する人。 

 

平成 27 年度の重点目標 
重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

☆中途退学者への早期対応 

 ・欠席者への早期対応と個人面談の充実を重点とし、保護者へ早期の連絡を行い、学校及び家庭での学習環境

を整える。 

☆就職のための指導強化。 

・夢や希望だけでなく労働条件などを比較できる就職の選定能力を身につけさせる指導を行う。幅広い選択肢

（企業等）を学生に提示し、本人の意思を最大限尊重した企業や店舗に就職させる。 
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１ 教育理念・目的・人物育成像 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

本校の 

独自性 

教育方針（理念、目的、育成するべき

人材像）が明確に定められている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・教育方針は学則・内規に記載られている。また、年頭や新年度頭

書の学校長訓示により、教育方針の再確認を行っている。また年

度ごとの教育目標も定め周知している。 

・入学直前に保護者と新入生に向けた説明会を実施している。本校

の教育理念、方針、試験等の具体的な現状を校長自らが伝え、そ

の上で入学前に最終入学意思を確認し、本校就学に対する意識と

保護者の理解を得る努力をしている。 

・入学後すぐの新入生オリエンテーションにおいて、学則、内規の

説明の時間を取っている。 

・昨年度、保護者への連絡通知（保

護者宛てに郵送）を徹底したこ

とで学校行事のイベント参加率

はアップした。 

・学校内での学生の活動の様子を

保護者に見せる機会を行事とし

て実施する。毎年実施している

学園祭や保護者招待レストラン

の他、保護者の参加行事を検討

する。狙いは保護者からの感想

や意見を取り入れることであ

る。 

・教育方針を踏まえた学生指導に

ついては、細則を策定し、教職

員が統一した見解と指導方法を

実践していく。 

・学生、保護者、学校の三位一

体のぶれない教育環境を作

ることを重要な課題として

いる。 

・オープンキャンパスにおいて

も保護者、新入学予定生に丁

寧な説明を実施している。本

校の教育理念、方針、試験等

の具体的な説明している。 

・本校の教育理念や方針を、学

生だけでなく、保護者にも共

通の認識を得る努力してい

る。そのため、入学前の学校

見学会において、付添で来た

保護者対象に学校の基本方

針を説明している。 

 

教育方針（理念、目的、育成するべき

人材像）が教職員、学生、保護者に良

く浸透している。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

教職員が教育方針（理念、目的、育成

するべき人材像）を踏まえた学生指導

をしている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・教職員に学校評価アンケートを実施したところ適切、や        

や適切と答えた職員が１００％であり、教職員自身は教 育方針

を遵守し学生指導していると認識している。学生指導方法には、

まだまだ改善の余地があり部、科単位で指導方法を検討していく。 

本校が社会経済のニーズ等を踏まえ

た学校の将来構想を抱いた活動をし

ている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
・本校では、各種の企業や団体と連携を取っており、また意見交換

会も行っている。常に業界に目を向けた対応をしている。 

在校生、卒業生が学校に誇りを持って

いる。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・本校を来訪する卒業生は多い。そこから就職先や現場での近況を

うかがい知ることができる。その中でも、他校出身との比較にな

ることがあるが、よく本校での教育が生きていることを耳にする。 

・研修先等で、本校の評価を頂くことがあるが、高い評価を頂くこ

とが多い。首都圏の店舗や企業で実施する場合は他校との比較に

なることがあり、高い評価を学生に伝えていることもありそれが

学生の自信につながっている。 

 

２ 学校運営 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

運営方針 

 
運営方針が策定されている。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学校法人設立時から「調理師資格保持者にふさわしい教育」を

教育理念とし、基本に健全な学校運営委を心がけている。毎年、

年度初めの全体会議において、校長より「年度運営方針」をき

ちんと打ち出し明確にしている。 

・情報システムにおいては現行

のシステムが不十分であるた

めに、整備を進めており、他

のシステムを使う事も検討し

・平成 27 年度より職業実践

専門課程の認定を受けそ

れに伴う情報公開をして

いる。 
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運営方針に沿った事業計画が策定さ

れている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学校法人としては、評議員会、理事会において明確な事業計画

を策定し承認を得て遂行している。 

・学校運営としては、年間の学校行事予定の他、授業カリキュラ

ムも運営方針に沿った形で構成し、実践している。 

ている。次年度より本格導入

予定である。 

・他部署間の連携は、不足して

いると思われる。今後、連携

できる組織づくりを検討して

いく。 

・ＳＮＳをつかうことにより、

個人情報の流出の恐れがあ

り、その使い方の徹底と利用

方法を確立する。 

・個人情報の保護のガイドライ

ン及び個人情報漏えいの罰則

規定についての検討してい

る。 

 

・「開かれた学校」をめざし、

学校の状況を保護者だけ

でなく地域社会などにホ

ームページやメディアを

通じて絶えず発信してい

る。 

・毎年行われる年度末の「学

園祭」において、昨年より

各家庭に招待通知を郵送

にて配布し、学校への来校

を促した。発送したことで

かなり多くの保護者の来

校が増えた。また、その際

に地域住民にも学園祭参

加の連絡をしており、近隣

の店舗や住民にも強力、理

解を得ている。 

・平成 28 年度に本棟の一部

改修工事が行われている。

工事関係者と本校職員で

定期的に会議が行われ進

捗状況を確認している。改

修を行いながら修繕箇所

が発生した場合は、速やか

に対処している。 

・毎年、消防署員立会いの総合

防災避難訓練を実施してい

る。 

 

運営組織や意思決定機能は、明確化さ

れている。また有効に機能している 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・組織図の通り、意思決定機能明確になっている。その中で、本

校の指導的な職員で構成する指導部会議を定期開催し、そのな

かで組織整備をはじめ各種の課題について討議・検討している 

人事・給与に関する規定は整備されて

いる。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・就業規則にある通り整備されている。 

教務内容（学科・実習等）や財務（教

材費・備品等）の組織整備など意思決

定システムは整備されている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・指導部会議において、教務や財務の内容の検討も行われている。 

・不足備品等が発生した場合などの整備にもいち早く対処してい

る。 

教職員 

連携 

教員間の相互理解がなされ、信頼関係

に基づいて教育活動がなされている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・教員間の連携が取れている。部内の業務連絡は密にとれている。

毎日朝礼、終礼等で各人、各クラス、各部署の報告がなされて

いる。 教職員会議をはじめ各種会議が有効

かつ効率的に機能している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

 

情報公開 

学校ホームページで可能な範囲の情

報を公開している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学校行事活動等においては、ホームページ上で公開し、情報公

開している。 

保護者などへの授業を公開している。

および、保護者と適切に連携している 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・保護者を招いての学生レストランを実施している。保護者をは

じめ、高校の先生や来賓等、来校頂いた参加者には大好評をい

ただいている。 

地域や地域住民との交流が出来てい

る。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学園祭では、毎年 1000 名を超える地域住民の方に多数御来場

頂いている。地域の美化活動を実施した事もある。 

危機管理 

危機管理、警察、消防との連携、訓練

など学校の安全対策は十分とられて

いる。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学生が事故や問題行動を起こした時は、初期対応では近くにい

る職員が対応し、すぐに管理職員に報告し状況判断して迅速な

対応している。 

・毎年、水戸消防署と連携した総合避難訓練を実施している。 

職員は、校舎内外の施設設備を定期的

に点検し、結果を的確に処理・報告（整

備・保全）している。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
・学校施設は、常に整備点検している。異常が発見された時は、

管理職員に報告し迅速に対応している。 

事故、事件、災害時に対処する役割分

担が明確にされている。危機管理マニ

ュアルを理解している。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
・防災マニュアルを作成しており、緊急時の指示系統も明示して

いる。 
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個人情報に関し、その保護のための対

策がとられている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・パソコンの個人情報のセキュリティーは、専門の業者に委託し

てあり万全である。 

・書類の情報管理は、所定の処理箱に保管し専門業者に委託して

処分している。 

 

３ 教育活動 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

教育課程 

（カリキ

ュラム） 

学科等の授業計画を各教科別に策定

している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・本校の教育目標に合致した教育が行われており、教員資格につ

いては、設置基準に定められているものを遵守している。 

・就業年限の短い職員の離職が

あり、中堅クラス以上に負担

がかかっている。そのため、

次世代の教員育成に力を入れ

ている。 

・学校内外でも若手職員の研修

を行っているが、学校の行事

や通常職務のためタイミング

を合わせなければ職業能力研

修の参加がむずかしい。 

・校内職員研修会を実施してい

る。現在は外部講師による研

修会定期開催しており、ゆく

ゆくは研修会の中で時間を取

り各職員の研修や勉強成果の

発表を行うことを目標として

いる。 

・社会のニーズに概ね応え

られている。「調理師」の

資格は、「調理師法」の規

定に基づき付与されるも

のであり、調理技術を第

一としたものではないた

め、受け入れる業界が期

待するものとは一致しな

い。しかも求人先企業か

らは即戦力的な要望が多

く、期待に応えられる学

生の育成は課題が多い

が、過去の経験を活かし

た教育により対応してい

る。 

・入学審査・進級審査・在

籍状況・出欠管理・成績

管理・卒業審認定は厳密

に行い、そのための会議

を行い、学則内規に照ら

し合わせ厳格に判断して

いる。年度ごとに、保管

管理している。 

キャリア教育、実践的な職業教育の視

点に立ったカリキュラムや教育方法

の見直しが行われている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・校内でカリキュラム編成チームを作り、指導基準に合ったカリ

キュラムの作成をしている。 

・教育課程編成委員会において、本校外部の飲食業界の方の意見

も取り入れ授業の編成を行っている。 

実践的な職業訓練（産業連携によるイ

ンターンシップ、実技実習等）が行わ

れている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・インターンシップは独自プログラムで実施している。 

授業評価の実施、評価体制がある。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・単位取得、進級判定の基準は明確である。単位未修得になり得

る可能性のある学生には、事前に本人への指導を徹底してい

る。また保護者にもきちんと通達し、事前に面談している。 成績評価、単位認定、進級、卒業は明

確である。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

関連分野における業界との連携にお

いてすぐれた講師等を確保するなど

のマネジメントが行われている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
・各方面で活躍している外部講師を招聘している。調理・製菓実

習分野だけでなく、学科の講師の確保にも尽力している。 

教員研修 

・資質向

上 

関連分野における先端的な知識、技能

等を修得するための研修が行われて

いる。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・企業との連携にも力を入れており、店舗実習はもちろんのこと、

講師として演習や講義を通して指導して頂いている。各学生の

評価表も頂いている。 

教員の指導力育成など資質向上のた

めの取り組みが行われている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・教員研修においては、職員への研修の積極的参加を促し、教員

の視野を広げるとともに、それを、本校学生への指導という形

で還元させている。 
教員の能力開発のための研修が行わ

れている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
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教員の研修・研究した成果を他の教員

に伝えて情報を共有する体制がある。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

 

４ 学修成果 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

進路指導 

就職率の向上が図られている Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・就職指導では、職種の形態や福利厚生など仕事内容のみならず、

継続して勤務できる情報を与える授業や活動を行っている。 

・在校生に対して卒業生ＯＢやＯＧが現在の勤務内容の説明を行い、

就業への見解を深めている。 

・就職の際によく、企業の特性や勤務体系等を見極めさせる。その

企業の特性を理解させる店舗研修等に行かせることで自分の特性

に合うか考えさせる。 

・退学者の数は減ってきているが、

ゼロではない。さらなる対策を

検討する。 

・本校では卒業後の１年以内の離

職率は比較的低いがさらなる低

減を目指す。 

・調理師資格取得及び就業意慾が

不明確なものが入学してきた場

合、当然退学者が増える。入学

後にギャップを極力感じさせな

い事前説明等に努力をしてい

る。 

 

・就職希望者には、本人の資

質に合った就職先を提案し

ている。名声や条件よりも

本人が長く、楽しく働ける

職場環境を提案し、就業で

きるように職員も努力して

いるため、短期離職者が少

なく、他校との比較におい

ては企業から評価されてい

る。 

・事前のオープンキャンパス

等で調理師及び本校の特性

を十分に説明し、意思決定

させて入学させている。入

学後は、学生個々に応じた

対応をしている。 

 

各学生のニーズに合った就職先の選

定を行なっている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

就職先の形態や企業情報などの情報

を掌握できるキャリア教育（学生指

導）を行っている 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

生活指導 

退学率の低減が図られている。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・無断欠席者や３日連続欠席者には、担任より声掛けをし、早期に

状況を把握し保護者との確認を取る。 

・生活態度が不良になりそうな者には、事前に生活態度を見直すよ

う伝え悪化しないよう指導している。また、近年、著しく生活態

度が悪い者は減少している。 

出席状況不良の学生に早期に対応し

ている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

生活態度不良、内規違反の学生に早期

に対応している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

社会的 

ニーズ 

卒業生、在校生の社会的な活躍及び評

価を把握している 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・本校を来訪する卒業生は多い。その際に卒業生の情報を入れるよ

うにしている。また、卒業生が開店、開業する際はお祝いを送っ

ている。 

・各企業で中堅の役割を担っている卒業生が来校した時は、学生の

前で仕事内容ややりがいなどを話してもらっている。 

卒業後のキャリア形成への効果を把

握し、学校の教育活動の改善に活用さ

れている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境

が整備されている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

学修成果

の確認方

法 

実技試験・学科試験の合格基準を明確

である。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・実技試験、学科試験共に合格基準を明確にしている。複数の職員

で試験結果を確認し、合否判定をしている。 

実技試験・学科試験等の前年度との比

較を行っている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・毎回、試験の合格者数、平均点等は算出しているが、毎回同じ難

易度、条件であるわけではないので参考程度としている。 
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全国試験等での全国平均点数と本校

の点数の比較を行っている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・技術考査を毎年本校の学生も受験している。平均点と比較し本校

の学生が上回っていることを確認している。 

 

５ 学生支援 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

学生相談 

学生が教職員に相談できる体制は整備

されている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・最低年２回はクラス担任と二者面談を行っている。その他にも適

宜、担任に相談するする体制を作っている。また、コース、就職

に関しては担当の職員がおり多方面での相談体制を取っている。 

・同窓生への支援体制をするため

の規定を作成し、学校と連携を

強化し、組織的に応援する。 

・学費等の本校独自の奨学金制度

は、検討中である。 

・学生生活や悩み事の相談体制を

整備する。精神的な病気やコミ

ュニケーション障害を持つ学生

が増えている。 

・優秀在校生奨学金実績とし

て 

 H２７年度１０名 総額２

８万円授与している。 

・進路選択において 1 年次よ

り意識させ、自分の適性に

合った職種を見出す指導を

している。また、卒業年次

では、クラス担任、就職指

導担当が支援している。 

・緊急性を伴う休校や学生へ

の連絡には、ＳＮＳを使っ

ての情報網を使用してい

る。 

・優遇支援制度 

 平成２７年度 

  １３名１１５万円授与し

ている。 

学生が教職員以外に相談できる（カウ

ンセリング）体制が整備されている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・校医、スクールカウンセラーは常駐していない。平成 27 年度よ

り、市内のカウンセリングセンターと提携し、チラシパンフレッ

トを配布しカウンセリングが受けられる体制を作っている。学生

が利用しやすい環境を作る努力をしている。 

学生に対する経済的な支援体制は整備

されている。（優遇制度、奨学金制度 

等） 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・公共機関の奨学金制度を積極的に紹介している。また、その受領

時期にあわせた学費納入方法も実施している。 

・経済的に困窮している学生に対しては、学費の支払いを一定期間

猶予する制度がある。しかし、給付型、貸与型の奨学金のような

金銭的支援援助は無い。 

・本校独自に定める優秀在校生に奨学金を授与している。 

 成績優秀者、社会人入学、高等課程一括納入、家族入学優遇制度 

学生の生活環境（アルバイト紹介、不

動産会社等の紹介）の支援は行われて

いる。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・就職活動と同様、アルバイトの紹介も学校を通じて紹介している。 

・入学説明会時にアパート、駐車場情報なども学生に伝えている。

学生寮は所持していない。また、近辺に民間の学生寮も存在して

いないので紹介もしていない。 

健康管理 

学生の健康管理を担う組織体制があ

る。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・インフルエンザやノロウイルスの予防にも努め、必要と判断した

学生や職員には早期に病院で受診するよう促して 

いる。 

・年度初めに、健康診断を行っている。そこで再検査や要診断と判

断された学生には、受診させている。 

定期的に細菌検査、健康診断を行って

いる。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

課外活動 
課外活動に対する支援体制は整備され

ている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・調理技術コンクールへの参加を全面的にバックアップしている。

（参加者の練習及び申請料等の全てを学校負担としている） 
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学生が課外活動(コンクール参加等)に

出場することを推奨している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学校に運動部等の課外活動は有していないが、競技種目にかかわ

らず、県大会以上の大会に出場することができる学生がいる場合

は、サポートしている。 

卒業生 

卒業生への支援体制（再就職や相談）

がある。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・体制、制度はないが卒業生が相談に来たときは、真摯に対応して

いる。再就職を希望する卒業生には、年に数件紹介しており、実

績がある。 

卒業生が在校生に対し、アドバイスや

体験談などを説明する体制が整ってい

る。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・店舗や企業で中堅、新人となる卒業生が来校した時には、ホーム

ルームの時などに学生の前で仕事内容ややりがいなどを話しても

らっている。 

・ロングホームルームなどで時間に余裕が出来た時には、卒業生を

招聘し数名の卒業生に講義以来をしている。 

 

６ 教育環境 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

施設・設

備 

施設・設備は、教育上の必要性に十分

対応できるよう整備されている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・施設設備整備は、常時確認しており、最新の設備を導入できる

よう努力している。 

・管理職員の外部勤務の時などに

地震や火災が発生した時に各教

員の行動の確認や体制にあわせ

た見直しをする。特に、勤続年

数の少ない職員を対象にした

学生の身の安全を確保する避

難訓練をシュミレーションし

ておく。 

・必修科目となる科目は当然

のこととして課外授業にお

いても、十分な教育体制を

整備している。 

・平成２８年度４月に、第

１実習室を改装する。最

新の焼き台（サラマンド

ル）やオーブン（スチー

ムコンベクション）を完

備している。 

実習施設について十分な教育体制を

整備している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

インターンシップにおいて十分な教

育体制を整備している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・本校の店舗実習、現場訓練を実施する施設とよく目的や指導方

針を確認し、実施に当たっている。 

海外研修について十分な教育体制を

整備している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・例年、西洋料理と製菓の現地講習会としてヨーロッパ研修を１２

月初旬に行っていたが昨年度のテロ事件により、自粛している。

今後世界情勢を見据え、安全を第一に考え実施する方向で検討し

ていく。  

環境教育 

ゴミの分別、省エネ、リサイクルなど

環境への関心を高める教育をしてい

る。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・水戸市の分別よりも厳しい基準でゴミの分別をするよう指導し

ている。リサイクルについては完全に分別するようにゴミ箱を

配備している。 

・生ごみについては、廃棄するだけでなくものによっては提携し

ている「日本農業実践学園」へ運び、豚のえさとなるように処

理している。 

校内清掃・校内美化に取り組ませてい

る。環境設備を大切にする心を育成し

ている。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
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７ 学生の受入れ募集 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

募集活動 

学生募集活動は、適正に行われてい

る。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・学生募集においては誇大広告になることがないよう十分に配慮し、

また、入学志願者には昨年度までの実績を数字や表にして正確に

伝え、見解の相違がないように最善を尽くしている。 

・学校のホームページに「学校情報の公開」として、適正な情報を

公開し、閲覧できるようにしている。 

 ・ 

学生募集活動において、教育成果は正

確に伝えられている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

入学試験 

学費納入 

入学生の選抜は厳正なものである。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・入学試験は厳正に行っている。面接試験においては校長自らが面接に立

ち会い学生の適性をみている。面接、内申書、作文等を加味し職員会議

の後に合否決定している。 

・学納金は明確に募集要項に記載されており高額の追加費用は発生しない。

また、学費納入金の納付期限も同様に記載されているので入学希望者が

事前に把握できるようにしている。（教材費については、明細書も添付し

ており適切に徴収している。） 

学納金は妥当なものとなっている。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

 

８ 財務 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

財務関係 

・中長期的に学校の財務基盤は安定し

ているといえるか 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・出生率低下による人口減少を見据えた財務体質の構築を検

討している。 

・広報のエリア拡大と社会人入学者の奨学金制度の充実の検

討を含む中長期的な計画作成と取組を行っている。 

・出生率低下による人口減少を見

据えた財務体質の構築 

 → 教員の派遣業務や外部調理

講習会、イベントの実施等によ

る収入源の確保 

 → 高校生に限らず低年齢層に

も、食への関心を持たせ、調理

に目を向ける活動をして、調理

希望者のすそ野を広げる。 

・新会計基準においては、公認会

計士事務所の指導により対応す

る。 

・学生数減少に伴い、募集広報の紙

媒体のものからインターネット

のWEB媒体スタイルへ変化させて

いる。 

・現在は入学者の確保が安定してお

り、予算に基づく適切な収支バラ

ンスを保持している。 

・事業計画にのっとり、予算案を作

成し、執行に際しても管理を徹底

している。 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なも

のとなっているか 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・新年度が始まる前に、予算、収支計画を作成し、理事会、

評議員会を通じて承認を得ている。 

・財務関係については法人と学校を明確に区分し、適切に処

理され、書類等も完備されている。 

・新会計基準による学校法人システムへの変換を平成２７年

度より実施している。 

・「学校情報の公開」として、財務関係の内容もホームペー

ジにアップしている。 

・財務について会計監査が適正に行わ

れているか 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・財務情報公開の体制整備はできてい

るか 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

 

 



10 

 

９ 法令等の遵守 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

法令等 

の遵守 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と

適正な運営がなされている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・法令を遵守し運営にあたっている。 

・自己評価点検表をさらに細分化

し、職員、学生、保護者にも項

目チェックを行い。公正に評価

されているかどうかを確認す

る。また、実施の時期、内容の

見直し、小項目の作成などを随

時検討していく。 

・保険会社より指導頂き、個人情

報の流出防止のためのガイドラ

イン作成や罰則規定を作成して

いる。 

・ 

・2014 年度から自己評価に基づく、

学校関係者評価委員会を開催し

ている。各分野の委員からの意見

を学校運営に反映している。 

・毎年年度末に指導部会議おいて検

証し、評価する。内容については、

その年問題とされた内容をクロ

ーズアップし、評価対象とする。 

・第三者評価委員会（全国調理養成

施設協会）の評価報告を受け高い基

準でクリアーしている。別紙参照 

情報保護 
・個人情報、学校情報に関し、その保

護のための対策がとられている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・個人情報については、パスワードの毎年変更等の対策をと

っている。 

・個人情報を含む書類はすべてシュレッダーにかけて処理し

ている。 

自己評価 

・自己評価の実施と問題点の改善を行

っている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・自己評価においては、昨年までは本校の管理職以上が検討

し評価していた。今年度からは、常勤職員全員に学校の自

己評価を認識させ、職員の意識改革に臨んでいる。 

・自己評価点検表を学校関係者委員会が評価し講評を得てい

る。 

・自己評価結果を公開している。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ ・ホームページに公開している。 

 

１０ 社会貢献・地域貢献 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

社会貢献 

地域貢献 

・学校の教育資源や施設を活用した社

会貢献・地域貢献を行っている。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・各関係機関等のイベントには、率先して参加し、学生と地

域社会が交流するよう心掛けている。 

・地域団体や各関係機関のイベン

トは減少傾向にあるが、その誘

いには積極的に参加し、学生も

動員しての交流活動を行うよう

に努力している。 

・本校教員の勤務状況の問題にも

よるが、年間行事予定で事前に

食育教室を企画し、地域の小学

校に案内状を送り実施できるよ

う努力する。またそれを習慣化

していく。 

・関係機関のイベントには必ず「食

育」をテーマにし小学生が興味を

持つ内容を実施している。市の「ま

ちなかフェスタ」では約６００人

の小学生にボランティアで「リン

ゴの皮むき体験」を実施した。平

成２４年度より毎年実施してい

る。 

・学生のボランティア活動を奨励、支

援している。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・本校が主催して実施する料理教室などを行っており、地域

社会に密着し社会貢献を行っている。 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公

共職業訓練等を含む）の受託等を積

極的に実施している。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
・県や企業、団体などの依頼を受けて地域の小中学校を巡回

しての料理教室を実施している。 
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１１ 国際交流 

評価項目 
適切・A ほぼ適切・B やや不適

切・C 不適切・D 該当なし・E 
現状の認識、及び 評価 ・課題と今後の改善策 特記事項 

留学生 

・留学生の受け入れ・派遣を行ってい

るか 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・現在、留学生に向けてのパンフレットや募集要項の作成は

していない。今後、必要に応じて留学生向けのパンフレッ

トや募集要項の作成を行う 

・海外留学生の入学実績を作るた

めに、日本語学校や国際交流イ

ベントを訪れて広報活動を実施

するべきと思うが、留学生が卒

業後、日本で働くことのできる

ビザを入手することが難しいこ

とから、多くの希望者が望めな

い。 

  

 

・茨城県国際交流課の依頼でアルゼ

ンチンとブラジルから各１名計

２名を研修生として４か月間受

け入れている。（平成２６年） 

・平成２８年度も同課からの留学生

の依頼を受けている。 

 
・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理

等において適切な手続き等がとら

れているか 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 
・留学生の入学実績が少ないが、発生した場合は適切に処理

している。 

海外研修 

・海外での研修、提携校があるか。ま

た、評価される取り組みを行ってい

るか。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

・海外留学の提携校はあるが、実際の留学在校生や卒業生は

少ない。 

・イタリア１校、フランス２校の調理・製菓学校と提携して

いる。海外研修にてヨーロッパへ渡航する際には、研修を

実施している。 

・例年、西洋料理と製菓の現地講習会としてヨーロッパ研修

を１２月初旬に行っていたが昨年度のテロ事件により、自

粛している。今後世界情勢を見据え、安全を第一に考えて

検討していく。  

 


